




































２「伝え合う力」      ＝話し合いの流れや他者の発言を理解し，理由を添えて意見を言う力 
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１ 【授業２】11/5 ダンスの曲を決める  
１ 
【授業３】11/19 歌う曲の候補から１曲を決める  
＊歌う曲の候補２曲 （Believe，ふるさとの２曲） 
２ ５ 練習をしよう（ダンスや歌，セリフの練習） 
３ １ リハーサルをしよう 






























































生徒 E は迷ってなかなか貼りに来ない。ネームプレートを貼る時に，友だちの方を振り返る。 
（全員がネームプレートを貼り終わる。） 
T    「理由を発表してください。」 
生徒 B 「自分はできるから。」（恋） 
生徒 C 「もう１回踊りたい。」（恋するフォーチュンクッキー） 
生徒 D 「キレキレでかっこいい姿をみせられる。」（ハンドクラップ） 







































































































T   意見を変える人は？ 
生徒 B 難しい。 
生徒 A 譲れないってことだね。 
生徒 B  難しい。 
生徒 D じゃあダンス教えよっか。 





生徒 E ふるさと。（曲が）長いからみんなが挑戦した姿を見せられる。 
生徒 B いい提案。 
生徒 A 迷う。ふるさとは成長した姿が見せられる。ビリーブは成長した姿が見せられない。 
T    E さん，成長した姿が見せられるなら，ビリーブでもいい？ 
生徒 E うなずく 
T    ビリーブで成長した姿を見せるにはどうしたらいいと思う？ 
生徒 C  英語の歌詞，音が高い所をみんなで頑張る。 
生徒 B  友達に教えてあげる。 














































6-2.  伝え合うためには，意見を記述してから，発表させることは有効 
 話し合いの流れや他者の発言を理解し，理由を添えて意見を言うための支援「意見を記述し，発表さ
せる」は有効であったと考えられる。4-2①で示したように，支援がない状況では，議論で出た言葉を使
用しない，あるいは１・２個使用するのみであった。しかし，支援があれば，それまでの議論の流れを
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振り返りながら意見を言うことができている。表７の②「話し合いで理由を添えて自分の意見を相手に
伝わるように言うことができる」において，数値の変化があまり見られなかったが，理由を添えていう
ことがもともとできている生徒もいるため，変化があまり見られなかったと推測される。また，支援が
なければ議論や相手の発言から逸れて，自分の思いを発言してしまうため，話し合いの流れや他者の発
言を理解し，理由を添えて意見を言う力が身についたとは言い切れないと判断したためである。 
 
6-3. 比較の仕方・折り合いのつけ方を支援すれば，合意形成につながる 
主体的に合意形成をしようとする態度を育てるための，①比べ合い・可視化，②折り合いに関する支
援は有効であったと考えられる。表５・６から，合意形成しようと，少数派の生徒が納得するように，
条件を提案しており，生徒たちは折り合いのつけ方を知り，実践できているように思う。少数派の生徒
も，少し時間がかかったが納得して意見を変えることができており，自分の中で，葛藤もあるだろうが，
冷静に合理的に考えて，意見を変えるに至ったのだろうと考えられる。 
表７の評価を見ても，③「学級で協力しようという気持ちを表現したり，相手の意見を尊重したりし
て，意見を一つにまとめようとすることができる」では 0.66点増加している。どの生徒もこの項目で点
数の増加がみられた。このことから，複数の案を比較して，論点が整理されていると，多数派の生徒も
条件を提案しやすく，少数派の生徒も納得しやすくなり，結果的に合意形成に向け，主体的に発言でき
たと考えられる。 
 
７．まとめ 
 本稿では，話し合い活動を通して，生徒たちがよりよい人間関係を形成する上で基礎となる力を身に
つけるために必要な支援方法を模索した。その結果，「意見を紙に書いてから発表させること」，「複数の
案を，各条件について比較させること」「折り合いのつけ方を示すこと」の３つの支援が有効であること
がわかった。 
 一方で，課題としては，他者を具体的にイメージすることが難しかった点，生徒によってイメージし
ている内容が異なり，イメージを共有できていなかったことが挙げられる。障害の特性として，今現在，
目の前にいない人をイメージし，気持ちを考えることはとても難しいことであるが，支援方法は改善の
余地がある。 
 他者を具体的にイメージするための支援のあり方を見直し，「他者のことを考える力」の育成に励む
とともに，引き続き「伝え合う力」「折り合いをつける力」の伸長にも取り組み，生徒たちがよりよい人
間関係を築いていけるようしていきたいと考えている。 
 さらに，話し合い活動により，生徒たちは自分たちの意見が反映され，その後の活動への意欲は高ま
ったと，振り返りの記述や保護者アンケートからも，読み取ることができる。 
今後も話し合い活動を取り入れ，自分たちで決めて，主体的に活動する場面を増やしていきたい。 
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